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丁寧な指導

あおぞら
　
先
日
、
暖
か
な
陽
気
に

誘
わ
れ
高
社
山
麓
に
出
か

け
春
の
自
然
を
満
喫
し
て

き
ま
し
た
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と

も
あ
り
新
緑
や
雪
が
残
る

周
囲
の
美
し
い
山
々
を
眺

め
な
が
ら
の
散
策
は
、
何
と
も
言

え
な
い
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　
冬
期
間
は
運
動
不
足
の
日
々
が

続
き
体
重
が
増
え
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
無
理

を
し
な
い
範
囲
で
市
内
近
郊
の
山

へ
出
か
け
て
の
健
康
づ
く
り
と
自

然
観
察
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
散
策
中
、
高
社
山
の
裾
野
か
ら

長
丘
、
平
野
地
区
方
面
を
眺
め
た

際
、
３
月
に
開
業
し
東
京
、
金
沢

間
を
往
復
す
る
北
陸
新
幹
線
の
勇

姿
に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
高
架

橋
を
通
過
す
る
新
幹
線
全
体
の
車

輌
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
、
周
囲

の
自
然
と
の
調
和
が
と
て
も
美
し

く
感
じ
る
と
同
時
に
、
高
台
か
ら

眺
め
る
市
内
の
景
色
の
変
化
を
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
新
幹
線
に
乗
車
す
る
予

定
は
今
の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、

北
陸
へ
向
か
う
新
幹
線
は
今
か
ら

約
１
時
間
後
に
は
金
沢
へ
到
着
す

る
と
思
う
と
日
帰
り
で
新
鮮
な
海

の
幸
で
も
食
べ
に
出
か
け
た
く
な

り
ま
す
。
　 

（
ｔ
ａ
ｍ
ｔ
ａ
ｍ
）

　
中
野
き
り
え
の
会
で
は
、
３
月
31
日
（
火
）、

４
月
１
日
（
水
）
中
央
公
民
館
で
、
切
り
絵
の

作
品
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
31
日
に
は
、
市
民
を
対
象
に
し
た
「
土
び
な

き
り
え
体
験
教
室
」
が
行
な
わ
れ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
20
名
の
参
加
が
あ
り
、
土
び
な
の

切
り
絵
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
、
平
成
19
年
か
ら
中
野
ひ
な
市

に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
会
員
16
名
が
交
代
で
指

導
し
て
い
ま
す
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
中
野
き
り
え
の
会
の
皆

さ
ん
に
よ
る
丁
寧
な
指
導
に
よ
り
、
素
敵
な
作

品
が
完
成
し
て
よ
か
っ
た
」、「
来
年
も
ま
た
参

加
し
て
み
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

中野ひな市に合わせた恒例行事

土
び
な
き
り
え
体
験
教
室

身近な公民館で学びませんか!!

・
公
民
館
レ
ポ
ー
ト

・
市
民
書
道
展
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　北
部
公
民
館
で
は
、
春
休
み
子

ど
も
講
座
と
し
て
「
社
会
見
学
に

行
こ
う
～
真
田
十
万
石
の
城
下
町

松
代
を
探
検
～
」
を
３
月
30
日

（
月
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　市
内
の
小
学
生
19
名
が
松
代
に

あ
る
施
設
及
び
文
化
財
を
見
学
し

ま
し
た
。

　松
代
地
震
観
測
所
で
は
、
松
代

地
下
大
本
営
の
建
設
経
過
と
地
下

壕
跡
が
地
震
観
測
に
最
適
で
あ
る

こ
と
か
ら
観
測
所
に
な
っ
た
こ
と

を
学
習
し
ま
し
た
。

　普
段
見
学
す
る
こ
と
の
で
き
な

公民館の
社会見学

い
地
震
計
室
や
観
測
室
の
見
学
も

で
き
ま
し
た
。
当
初
設
置
し
た
地

震
計
は
、
大
型
で
紙
に
よ
る
記
録

を
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
電

気
信
号
を
常
時
観
測
室
に
送
り
、

24
時
間
365
日
観
測
解
析
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　次
に
、
松
代
象
山
地
下
壕
を
見

学
し
ま
し
た
。

　松
代
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
の
方
か
ら
は
「
こ
の
地
下
壕
は
、

軍
部
が
本
土
決
戦
の
最
後
の
拠
点

と
し
て
極
秘
の
う
ち
に
、
大
本
営
、

政
府
各
省
等
を
松
代
に
移
す
と
い

う
計
画
の
も
と
に
、
第
２
次
世
界

大
戦
の
末
期
の
昭
和
19
年
11
月
11

日
か
ら
終
戦
の
日
ま
で
の
約
９
ヶ

月
間
に
建
設
さ
せ
た
も
の
で
、
突

貫
工
事
を
も
っ
て
、
全
工
程
の
約

８
割
が
完
成
さ
れ
た
」
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　こ
の
ほ
か
、
公こ
う
ぶ
が
っ
た
い
ろ
ん
し
ゃ

武
合
体
論
者
の

佐さ

久く

間ま

象ぞ
う
ざ
ん山

先
生
を
祀
っ
た
象
山

神
社
、
松
代
藩
主
、
真
田
氏
の
歴

史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
真
田

宝
物
館
、
千
曲
川
が
自
然
の
守
り

の
役
目
を
は
た
し
た
松
代
城
址
、

古
い
建
物
の
中
に
も
耐
震
対
策
が

施ほ
ど
こ

さ
れ
た
真
田
邸
、
近
代
的
な
学

校
の
先
駆
け
と
な
り
、
今
で
も
活

用
さ
れ
て
い
る
松
代
藩
文ぶ
ん

武ぶ

学
校

を
見
学
し
ま
し
た
。

　普
段
学
校
で
は
学
ぶ
機
会
の
少

な
い
貴
重
な
体
験
が
で
き
、
子
ど

も
た
ち
に
は
有
意
義
な
１
日
で
し

た
。

熱心に説明を聞く小学生

　３
月
22
日
（
日
）
に
、
豊
田
公

民
館
で
は
、「
ふ
る
さ
と
自
然
体

験
～
野
鳥
探
検
隊
～
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　参
加
者
は
９
名
で
、
十
三
崖
と

篠
井
川
付
近
を
主
に
探
検
し
ま
し

た
。
暖
か
な
春
の
日
差
し
の
あ
た

る
十
三
崖
で
は
、
ハ
ヤ
ブ
サ
の
親

子
の
姿
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
巣
へ
食
べ
物
を
一
生
懸
命
に

運
ぶ
姿
は
、
も
う
春
が
す
ぐ
そ
こ

ま
で
来
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　ま
た
、
市
の
鳥
チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ

ウ
も
、
巣
か
ら
出
入
り
す
る
と
こ

ろ
や
、
木
に
と
ま
っ
て
い
る
姿
を

じ
っ
く
り
観
察
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　篠
井
川
付
近
で
は
、
カ
ワ
セ
ミ

を
三
度
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
三
度
目
に
は
、
わ
ず
か
10
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
と
ま
っ

て
く
れ
て
、
川
面
で
魚
を
キ
ャ
ッ

チ
す
る
様
子
を
す
ぐ
近
く
で
観
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　２
時
間
の
間
に
、
ハ
ヤ
ブ
サ
、

チ
ョ
ウ
ゲ
ン
ボ
ウ
、
カ
ワ
セ
ミ
を

観
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
な
か
な
か
あ

り
ま
せ
ん
。

　中
野
市
の
自
然
の
豊
か
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　皆
さ
ん
も
一
度
、
野
鳥
探
検
隊

に
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

チョウゲンボウ

カワセミ

野鳥探検隊に

野鳥探検隊に
　　　参加して

参加して

社
会
見
学
に
行
こ
う

～
真
田
十
万
石
の

　
　
　
　
　城
下
町 

松
代
を
探
検
～

ヘルメットを着用し見学松代文化財ボランティアの説明
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　中
央
公
民
館
と
書
道
如
水
会

は
、
３
月
31
日
、
４
月
１
日
の

両
日
、
書
道
愛
好
家
の
技
術
の

向
上
、
文
化
の
普
及
を
目
的
に
、

第
34
回
中
野
市
書
道
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

　本
年
出
展
さ
れ
た
方
は
、
171

名
（
一
般
の
部
26
名
、
小
中
学

生
の
部
145
名
）。

　そ
の
中
か
ら
、
一
般
の
部
で

は
、
特
選
５
名
、
秀
作
５
名
、

入
選
９
名
。
ま
た
、
小
中
学
生

の
部
で
は
、
85
名
が
入
選
し
ま

し
た
。

　４
月
２
日
（
木
）
の
表
彰
式

で
は
、
特
選
５
名
と
秀
作
５
名

の
方
々
に
賞
状
の
授
与
が
あ
り

ミュージカルを楽しもう！
《『ザ・ももたろーず』
　　　ようこそ鬼ヶ島ツアー へ！》

第
三
十
四
回
市
民
書
道
展

ま
し
た
。

　な
お
、
一
般
の
部
で
入
選
さ

れ
た
方
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

【
中
央
公
民
館
長
賞
】

今
井
美
枝
子

【
書
道
如
水
会
長
賞
】

望
月
け
さ
子

【
特
選
】

中
村

　久
子

　山
岸

　武
子

　

阿
部

　直
美

【
秀
作
】

下
村
登
志
子

　桜
井
き
み
子

養
田
と
し
子

　町
田

　治
子

佐
藤

　初
美

【
入
選
】

相
馬

　文
子

　六
川

　教
子

鎮
目

　直
江

　永
池
ヨ
シ
子

佐
川

　順
子

　武
田

　朝
子

阿
部

　久
枝

　郷
道

　敏
行

須
藤

　知
美

野鳥探検隊に
　　　参加して

中央公民館長賞の授与

多数寄せられた小中学生の作品

中野市中央公民館
子ども音楽講座

今年度
タイトル

平成27年度 参加者募集

【問合せ・申込み】  中央公民館　 中野市三好町１丁目４－27　 電話　22－2691

講　　師 　嶋﨑 裕美 先生　　(　東京学芸大学准教授・ソプラノ歌手　)　
　　　※　他に作曲・ピアノ・振付・ダンス指導等の専門の先生方 ( 予定 )

内　　容 　うた・ダンス・演劇の総合的な表現力を育む、ミュージカルを学ぶ音楽講座

対 象 者
・小学４年生～中学 3 年生 ＊ただし、過去に当講座を受講したものはこの限りでない
・原則として 4 日間連続した講座のすべてに参加できること
・中央公民館まで通えること ( 親の送り迎えが可能 )

募集人数 　20 人程度

日　　時

≪夏休み期間中の連続する 4 日間≫
第 １ 回 ７月２８日 ( 火 ) １３：００ ～ １７：００
第 ２ 回 ７月２９日 ( 水 ) １１：００ ～ １７：００
第 ３ 回 ７月３０日 ( 木 ) １１：００ ～ １７：００
第 ４ 回 ７月３１日 ( 金 ) １１：００ ～ １７：００

会　　場 　中野市中央公民館　　講  堂　　他

申 込 み
受付開始  ５月１１日（月）～
募集締切   ６月　１日（月）　　 ※　定員になり次第締め切ります

平成26年度講座風景
―嶋﨑裕美先生のご紹介―
東京学芸大学、表現教育教室の教員とし
て研究・教育を行うととともに、これま
でオペラ、オペレッタ、ミュージカルの
舞台やコンサート等の表現活動を行って
いる。



　竹
原
分
館
の
今
年
の
主
な
活
動
は
、
１

月
の
ど
ん
ど
焼
き
に
始
ま
り
、
教
養
講

座
、
球
技
大
会
、
研
修
旅
行
、
運
動
会
、

文
化
祭
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
区
民
新
報
を
年
４
回
発
行
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
を
つ
く
る
な
ど
、
287

世
帯
区
民
の
皆
さ
ん
の
福
祉
向
上
に

努
め
て
い
ま
す
。
更
に
、
文
化
団
体
や

ス
ポ
ー
ツ
団
体
に
其
々
助
成
を
行
い

活
動
の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
は
、
20
名
程
度
か
ら
な

る
公
民
館
運
営
審
議
会
に
お
い
て
審
議
さ

れ
た
後
、
実
施
さ
れ
ま
す
。

　役
員
は
、
館
長
、
支
館
長
４
名
、
主
事
、

主
事
補
、
婦
人
部
８
名
、
編
集
委
員
４
名

で
構
成
さ
れ
て
お
り
任
期
は
１
年
。
し
か

し
、
一
部
の
役
員
は
、
次
の
年
に
夜
間

瀬
川
堤
防
沿
い
に
あ
る
桜
並
木
保
存

会
の
事
務
局
と
な
り
、
木
の
手
入
れ

や
ぼ
ん
ぼ
り
付
け
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
に
携
わ
り
ま
す
。
桜
並
木
は
、

区
民
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
が
楽

し
ん
で
い
ま
す
。

　多
岐
に
渡
る
活
動
で
す
が
区
民
の

皆
さ
ん
に
は
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　（竹
原
分
館
長

　武
田

　勝
）

竹 原 分 館
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こ
ん
に
ち
は

分
館
分
館

　竹
原
は
、
中
野
市
扇
状
地
の
扇
頂
に
あ

り
、
夜
間
瀬
川
左
岸
に
位
置
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
し
ば
し
ば
夜
間
瀬
川
洪
水
の

直
撃
を
受
け
、
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

こ
と
に
寛か

ん

保ぽ

２
年
（
１
７
４
２
）
に
は
、

村
山
部
の
松
崎
か
ら
洪
水
が
竹
原
を

襲
い
、多
く
の
田
畑
を
押
し
流
し
た
。

中
野
代
官
所
は
、
こ
う
し
た
水
害
を

防
ご
う
と
、
夜
間
瀬
川
左
岸
の
要
所
へ
堤

防
を
築
く
が
、
竹
原
も
村
と
し
て
水
害
防

止
に
努
め
た
。

　延え
ん
き
ょ
う享

４
年
（
１
７
４
７
）、
堤
防
の
内

側
に
「
水み

ず
よ
け除
雑ぞ

う

木き
ば
や
し林
」
を
、
私
有
地
に
も

「
松
畑
」
を
設
け
た
。
大
地
に
強
く
根
を

張
る
ア
カ
マ
ツ
は
、
洪
水
の
水す

い
せ
い勢
を
弱
め

る
と
と
も
に
、
砂す

な
つ
ぶ
て礫
を
堆
積
す
る
の
で
自

然
堤
防
を
形
成
し
た
。
そ
の
松
林
を
、
村

は
「
鎌か

ま
ど止
め
」
し
て
保
護
し
、
違
反
者
か

ら
過
料
銭
を
取
っ
た
。

　村
は
、
水
害
防
止
を
神
に
も
頼
っ
た
。
要

所
に
水み

ず
よ
け除

宮
を
祀
り
、
毎
年
春
の
初
め
に
神

官
を
招
い
て
水
難
が
な
い
よ
う
祈
願
し
た
。

　ま
た
、
組
ご
と
に
あ
る
氏
神
も
微
高
地

に
祀
ら
れ
て
お
り
、
水
除
け
祈
願
と
の
つ

な
が
り
が
深
か
っ
た
。

　洪
水
に
は
な
ら
な
く
と
も
、
雪
解
け
や

長
雨
で
夜
間
瀬
川
が
増
水
す
る
と
、
堤
防

の
隙
間
や
切
れ
て
い
る
場
所
か
ら
水
は
堤

内
地
に
溢
れ
出
た
。
そ
の
水
は
、
集
落
へ

流
れ
込
む
と
里さ

と

水み
ず

と
な
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
だ
っ
た
。家
々
は
そ
の
水
を
防
ご
う
と
、

水す
い
せ
い勢
側
に
小
高
い
築つ

き
や
ま山
を
築
い
た
。
ま
た

密
生
す
る
竹
を
植
え
、
浸
水
を
防
い
だ
家

が
多
か
っ
た
。

　法の
り
め
ん面

に
石
を
張
っ
た
近
代
的
な
堤

防
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、

明
治
期
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
さ

ら
に
連
続
堤
防
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
10

年
（
１
９
３
５
）
で
あ
る
。
強
固
な
堤
防

築
造
に
よ
っ
て
水
害
防
備
林
は
消
滅
し
た

が
、
竹
原
は
現
在
も
水
害
の
恐
ろ
し
さ
を

忘
れ
な
い
よ
う
に
、
区
が
水み

ず
よ
け除
宮
の
お
祀

り
を
続
け
て
い
る
。

　

 

　（徳
永
泰
男
）

水
害
防
止
に
努
め
た
竹
原

ふ
る
さ
と
の
歴
史

平成27年度　中央公民館地域学習講座

ふるさと歴史探訪

▪定　　員　25名　　▪受講料　傷害保険１回60円
▪申  込  み　受付中。
傷害保険料をそえて中央公民館までお申込みください。
▪集合場所　中央公民館
▪そ  の  他　当日の日程・予定の詳細については、受
講生全員に通知いたします。現地まではマイクロバス
で移動します。
申込み・問合せ　中野市中央公民館　電話22－2691

 第３回『水害地域を訪ねて』（延徳地区）
日　　時 ６月10日㈬  午前９時30分～ 11時30分

講　　師 寺島正友　先生

 第４回『灰塚村から若宮村への集落の移動』（若宮）
日　　時 ６月24日㈬  午前９時30分～ 11時30分

講　　師 岩戸貞彦　先生

 第５回『八ヶ郷用水取水口周辺と泰
た い 　 が 　 せ ぎ

賀堰を訪ねて』
日　　時 ７月７日㈫  午前９時30分～ 11時30分

講　　師 湯本　巖　先生

 第１回『東山公園の建造物を訪ねて』（東山公園）
日　　時 ５月13日㈬  午前９時30分～ 11時30分

講　　師 檀原長則　先生

 第２回『中野市北部の相撲史跡』（金井、柳沢、岩井）
日　　時 ５月27日㈬  午前９時30分～ 11時30分

講　　師 徳永泰男　先生

教養講座

桜並木
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今月の伝言板
講座の詳しい内容につきましては、各公民館までお問い合わせください。
■中央　☎ 22-2691　■北部　☎ 26-0677　■西部　☎ 23-1024　■豊田　☎ 38-2922

公民館ホームページ　http:/www.city.nakano.nagano.jp/kominkan/

講　座　名 日　　時 場　所 講　師 備　　　考

中

　
　央

　
　公

　
　民

　
　館

料理教室
６月25日、７月30日、
８月27日、９月17日、
10月29日
全５回　毎回木曜日
午前９時30分～午後０時30分

中央公民館
２階

料理実習室
米
よねざわ

澤　説
せ つ こ

好 先生

＜定員＞30名（初めて受講の方
を優先します）
＜食材費＞3,000円
＜持ち物＞エプロン、三角巾、
ふきん
＜受付＞５月11日㈪～

さわってみよう
初級携帯電話講座

〈内容〉基本操作（電話のか
け方・写真・メール等につい
て学びます）

６月４日㈭
午後２時～４時

中央公民館
第二会議室

ドコモショップ
中野店

＜定員＞12名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞携帯電話（ない方は
お貸しします）
＜申込み＞５月７日㈭～

はじめての
タブレット教室

〈内容〉基本操作（インター
ネットの閲覧・地図ソフト等
について学びます）

６月16日㈫
午後２時～４時

中央公民館
講堂

ドコモショップ
中野店

＜定員＞９名
＜受講料＞無料
＜持ち物＞タブレット（ない方
はお貸しします）
＜申込み＞５月14日㈭～

家庭教育学級
楽しんで子育て

〈内容〉子育てについての
講演、おしゃべり会、幼児食
作りなど

６月４日㈭～12月上旬
（全11回予定）
午前10時～
　　　午前11時30分

中央公民館
講堂ほか

テーマごとの
講師が担当

＜定員＞30名
＜対象＞育児中の方、これから
育児をされる方
＜受講料＞無料
＜材料費＞1,000円
＜申込み＞５月７日㈭～
材料費を添えてお申込み下さい。

市民作品展
　　　　作品募集

個人・グループで制作された作品を募集します。奮ってご応募ください。
　①展示期間　７月18日㈯～20日㈪
　②展示部門　絵画、工芸、書、写真、彫刻、木彫り、陶芸、手芸、手まり、きり絵、
　　　　　　　ちぎり絵、押し花、その他各種作品
　③出品資格　市内在住の方もしくは在勤している方
　④出品点数　１人３点まで（ただし、小作品は３点を越えても可）
　⑤申込み受付　6月15日㈪～７月３日㈮
　　　　　　　　　※詳細は中央公民館までお願いします。

公民館ギャラリー　　書道展（シニア29会書道教室）・日本画展（萌芽会）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ５月１日～５月15日　　　　　　  　５月15日～５月29日

豊
田
公
民
館

高齢者学級
〈健康でいつまでも〉
音楽で脳がイキイキ！

6月2日㈫
午後２時～３時30分 豊田公民館 山崎みや子 先生

＜受講料＞無料
＜定員＞25名程度
＜内容＞歌ったり、音楽にあわ
せてからだを動かし、脳を活性
化します。

和太鼓教室
からだの芯まで響き渡る
太鼓を打ってみませんか

６月2日、７月14日、
８月4日、９月１日、
10月6日
全５回　毎回火曜日
午後７時30分～９時

豊田公民館

創造集団大太
　　　「大

だ い だ ぼ う

太坊」
朝倉　理絵 先生
豊田もみじ太鼓
と豊田故郷太鼓
のみなさん

＜受講料＞無料
＜バチ代＞2,000円程度
＜対象＞一般（小学生以上）ただ
し、小学校低学年は保護者同伴。
＜定員＞30名程度

ふるさとの歴史を読みとく
古文書・歴史探訪

６月11日、７月９日、
８月６日、９月10日、
10月８日、11月12日
全６回　毎回木曜日
午後７時～８時30分

豊田公民館 寺島 正友 先生

＜受講料＞無料
＜定員＞20名程度
＜持ち物＞筆記用具
＜内容＞豊田地域の古文書を中
心に、くずし字の読み方を学び
ながら、ふるさとの歴史を学び
ます。

カラオケ教室
主催　歌を楽しむ会
協力　豊田公民館

６月２日、６月９日、
６月16日、６月23日、
６月30日、７月７日、
７月14日、７月21日、
７月28日、８月４日
全10回　毎回火曜日
午後１時～３時

豊田公民館
歌を楽しむ会
　畔上佳子 先生
　高橋友子 先生
　青木洋子 先生

＜受講料＞無料　
＜定員＞なし（随時受付け）
＜対象＞どなたでも参加できます。
＜持ち物＞筆記用具
＜内容＞10回で３曲を練習します。



　１
月
号
の
こ
の
欄
で
延
徳
小
学
校
４
年
生
の

小
鳥
の
巣
箱
作
り
の
授
業
の
様
子
を
紹
介
し
ま

し
た
が
、
野
山
の
雪

が
消
え
て
、
巣
箱
の

取
り
付
け
の
段
取

り
と
な
り
ま
し
た
。

　当
初
は
、「
晋
平

古
道
」
周
辺
の
木
々

に
取
り
付
け
る
予

定
で
し
た
が
、
生

徒
た
ち
が
観
測
で

き
る
近
い
場
所
が

よ
い
と
い
う
こ
と
で
、
３

月
５
日
、
学
校
近
く
の

「
眞し

ん
び
き
が
わ

引
川
」
の
桜
並
木
と
「
え
び
す
山
」
の
周
辺
の
木
々
に
、

巣
箱
作
り
の
時
に
手

伝
っ
て
も
ら
っ
た
皆

さ
ん
に
も
協
力
し
て

も
ら
い
、
巣
箱
の
取

り
付
け
を
し
ま
し
た
。

　既
に
巣
箱
に
住
み

着
い
た
小
鳥
た
ち
も

い
る
よ
う
で
す
。

花と季節の写真募集
　文
化
な
か
の
編
集
委
員
会
で
は
、
中
野
市
内
の
花
や
季
節

の
写
真
を
募
集
し
ま
す
。
未
発
表
写
真
に
限
り
ま
す
。

四
ッ
切
り
ま
で
（
ワ
イ
ド
サ
イ
ズ
も
可
）
の
プ
リ
ン
ト
、
デ

ジ
タ
ル
デ
ー
タ
（
未
加
工
の
も
の
）。

　氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
作
品
名
、
撮
影
場
所
、
花
の
名

前
等
を
書
き
送
っ
て
く
だ
さ
い
。
匿
名
希
望
や
ペ
ン
ネ
ー
ム

掲
載
は
そ
の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
随
時
募
集
！

〠
３
８
３
―
０
０
２
５

中
野
市
三
好
町
一
丁
目
４
番
27
号

中 

央 

公 

民 

館

☎
２
２
・
２
６
９
１

Ｅ
メ
ー
ル c-kom

inkan@city.nakano.nagano.jp

宛　先

堤の桜／草間（宮澤　聰)

桜／柳沢（小林幸成）

キジバト／新井（月岡尚雄）

はやぶさ／三俣（出野富永）

▲立派な巣箱ができた

▲巣箱付け


